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8 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐

　7 月 14 日・15 日の両日、新温泉町が 5 月に追加認定された日本遺産『北前船寄港地・船主集落』
のストーリーを構成する文化財の一つである「為

い

世
よ

永
なが

神社（諸寄）の例祭」が行われました。15 日
の夕方、為世永神社へ戻ってきた神輿の宮入にあわせ、神社前で麒麟獅子舞（諸寄麒麟獅子舞保存会）
が奉納されました。
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町政のうごきから

▲猿壺の滝（自然環境の保全や景観の維持にも役立てられています） 　
“
ふ
る
さ
と
新
温
泉
町
”
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
寄
付
金
と
い
う
形
で
お
受
け

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
「
新
温
泉
町
ふ

る
さ
と
づ
く
り
基
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
か
ら
、
新

温
泉
町
出
身
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

町
の
特
産
品
を
追
加
す
る
な
ど
お
礼
品
を
拡
充
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
課　

管
財
係　

℡
82
‐
３
１
１
１

寄
付
の
額

　

１
口
５
千
円
を
基
本
と
し
て
、
何
口

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

寄
付
金
の
使
い
み
ち

◆
自
然
環
境
の
保
全
及
び
景
観
の
維
持
、

再
生
に
関
す
る
事
業

⇨
ジ
オ
ツ
ア
ー
開
催
等
の
体
験
学
習
・

ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
管
理
運
営
な
ど

◆
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
及
び
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業

⇨
中
学
生
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
派
遣

学
習
・
図
書
館
運
営
な
ど

◆
但
馬
牛
・
松
葉
ガ
ニ
・
ホ
タ
ル
イ
カ

等
地
域
特
産
物
の
振
興
に
関
す
る
事

業

⇨
優
良
牛
確
保
・
松
葉
ガ
ニ
タ
グ
製
作
・

プ
ロ
ト
ン
冷
凍
水
産
物
促
進
な
ど

◆
伝
統
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

⇨
文
化
財
保
存
団
体
支
援
・
町
民
文
化

祭
運
営
支
援
な
ど

 

税
制
上
の
優
遇
措
置　

（
個
人
住
民
税
と
所
得
税
の
控
除
）

　

寄
付
金
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
ま
で
個
人

住
民
税
と
所
得
税
か
ら
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
に

は
確
定
申
告
も
し
く
は
ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ご
案
内

　
　
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！
　
～ 

お
礼
品
を
拡
充
し
ま
し
た 

～
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平成 29 年中寄付金の使途 金額（円）
自然環境の保全及び景観の維持、再生に関す
る事業 441,000 

子どもたちの健全育成及び健康増進に関
する事業 906,000 

但馬牛・松葉ガニ・ホタルイカ等地域特
産物品の振興に関する事業 286,000 

伝統文化の振興に関する事業 292,000 

　合　　　計　 1,925,000 

　平成 29 年度の寄付金は、47 件 192 万
5 千円でした。また、平成 29 年中（平成
29 年 1 月～ 12 月）の寄付金 192 万 5 千
円は、寄付者のご意向を踏まえて平成 30
年度に右表のとおり活用させていただきま
す。（なお、平成 30 年 1 月～ 3 月の寄付
金は、平成 31 年度に活用させていただく
予定です）

町政のうごきから

寄
付
の
申
込
方
法

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

① 

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
さ
と
ふ
る
」
の
新
温
泉
町
へ
の
寄

付
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
※

か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

② 

入
金
確
認
後
、
お
礼
品
と
「
寄
付

受
入
書
」（
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
）
を
送
付
し
ま
す
。

▽
決
済
方
法

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
、
コ
ン
ビ

ニ
決
済
な
ど

※
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
次
の
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.satofull.jp/tow

n-
shinonsen-hyogo/

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
携
帯
）

か
ら
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
で
の
申
込
み

① 

「
寄
付
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
て
総
務
課
管
財
係
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
お
礼
品
を

希
望
の
場
合
は
、「
お
礼
品
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、「
寄

付
申
込
書
」に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
お
礼

　

従
来
は
『
湯
め
ぐ
り
チ
ケ
ッ
ト
（
町

内
５
施
設
共
通
無
料
入
浴
券
）』
の
み

で
あ
っ
た
お
礼
品
を
平
成
30
年
度
か
ら

拡
充
し
（
5
月
28
日
～
）、
松
葉
ガ
ニ
・

但
馬
牛
・
浜
坂
ち
く
わ
・
湯
村
温
泉
旅

館
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
町
の
魅
力
が

伝
わ
る
も
の
で
、
地
域
産
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
。（
4
～
5
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

※
お
礼
品
の
内
容
は
申
込
方
法
・
時

期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
最
新
の

お
礼
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
さ
と

ふ
る
」
の
サ
イ
ト
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

基金の運用状況報告

※
申
込
書
類
一
式
は
総
務
課
管
財
係

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
お
礼
品
の
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
申
し
込
む
場
合
と
異
な
り
ま

す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

② 

お
申
込
み
を
受
付
後
、
郵
便
局
の

「
払
込
取
扱
票
」
等
の
関
係
書
類
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵
便
局
で
寄
付

金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

入
金
確
認
後
、
お
礼
品
と
「
寄
付

受
入
書
」（
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
）
を
送
付
し
ま
す
。

※
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
基
づ
き
お
礼

品
の
進
呈
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
礼
品
は
順
次
、
追
加
・
更

新
を
行
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
お
礼
品
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
礼
品
の
提
供
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
と
し
て
、

町
の
魅
力
が
伝
わ
る
も
の
で
地
域
産
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
町
内
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
法
人
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
宿
泊
券
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

　

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

　

道
の
駅
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク 

浜
坂
の
郷
」　

　

℡
80
‐
９
０
１
０



  
新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

 
お
礼
品
を

　 
紹
介
し
ま
す

鼻腔をくすぐる燻製の
薫りと、押し寄せる鴨
の甘みが溢れる但馬鴨
スモーク。【冷凍】

但馬鴨スモーク 

外はサクッ！中はとっ
てもジューシー！但馬
牛と但馬ポークという
貴重な食材の味を最大
限 に 引 き 出 す 配 合 で
とっても美味しいミン
チカツ。【冷凍】

但馬牛ミンチカツ 4 個

サ ク サ ク、 ホ ク ホ
ク！兵庫県産但馬牛
を使用したちょっと
贅 沢 な 牛 肉 コ ロ ッ
ケ！但馬牛と町内産
じゃがいもの甘みが
たっぷり。【冷凍】

但馬牛コロッケ 6 個

おさしみゆばから、小
鉢、蒸し物、煮物椀ま
で、ご家庭で本格的な
湯葉料理を味わえる詰
合せです。【冷蔵】

湯葉ざんまい詰合せ

竹と白身魚が絶妙な風
味を醸し出す、昔なが
らの懐かしい変わらぬ
味の一品です。【冷蔵】

浜坂名産焼ちくわ
天然竹付 13 本

山陰名産の太く、食
べ応えのある焼きち
くわです。【冷蔵】

山陰名産浜坂の焼き
ちくわ（鯛）15 本

「浜坂ちくわ」のバラ
エティーセットと「と
うふわらび餅」の詰合
せです。【冷蔵】

浜坂ちくわバラエティーセッ
ト & とうふわらび餅の詰合せ

肉 好 き の 方 に ぜ ひ
食べてもらいたい。

「但馬鴨」の旨みが
ギュッと詰まった但
馬鴨鍋セット。【冷
凍】

但馬鴨鍋セット
（小）3 ～ 4 人前

夢千代をイメージし
て練りあげた、優し
さと気品をモチーフ
とした朝野家オリジ
ナルの香りをお楽し
みください。

夢香 ( お香 ) 

自然の中で丁寧に育て
られた但馬牛のモモ肉
を使用し作った、ナカ
ケ ー 特 製 の ロ ー ス ト
ビーフです。【冷蔵】

但馬牛ローストビーフ
ブロック 300g

安心安全をモットー
に完全無添加で製造
した、干物とイカの
グルメセットをお届
けします。【冷凍】

山陰の干物とイカ
のグルメセット

肉 好 き の 方 に ぜ ひ
食べてもらいたい。

「但馬鴨」の旨みが
ギュッと詰まった但
馬鴨鍋セット。玄米
うどん付【冷凍】

但馬鴨鍋セット
（大）玄米うどん付

ふわふわの湯葉とお
出 汁 香 る と ろ み あ
ん。上質な甘えびし
んじょうを湯葉で包
んだお椀をそえて。

【冷凍】

湯葉どんぶりの素と甘えび
新丈椀セット ( 各 5 食 )

山陰名産の太く、食
べ応えのある焼きち
くわです。【冷蔵】

山陰名産浜坂の
焼きちくわ（鯛）

30 本セット

安心安全をモットー
に完全無添加で製造
した、山陰の魚貝め
しの素と西京漬け詰
合 せ を お 届 け し ま
す。【冷凍】

山陰の魚貝めしの素
と西京漬け詰合せ

安心安全をモットー
に完全無添加で製造
した、山陰の干物と
西京漬けの詰合せを
お届けします。【冷
凍】

山陰の干物と西
京漬けの詰合せ

軽くて断熱性や趣味
性の高い桧横木どり
カップです（ガラス
塗料塗布）。但馬の
桧を使い、新温泉町
熊谷で製作していま
す。

桧カップ
2 個セット

自然の中で丁寧に育
てられた但馬牛のモ
モ 肉 を 使 用 し 作 っ
た、ナカケー特製の
ロ ー ス ト ビ ー フ で
す。【冷蔵】

但馬牛ロースト
ビーフブロック

300g × 2

寄付金額：10,000円
寄付金額：15,000円

寄付金額：5,000円

寄付金額：20,000円

【
38
品
目
（
7
月
31
日
現
在
）】

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
友
人
の

み
な
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
礼
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は「
さ
と
ふ
る
」

の
サ
イ
ト
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。



寄付金額：20,000円

但馬牛の本場だから
こ そ で き る 味 と 質。
但 馬 牛 の 特 徴 で あ
る、口の中でまろや
かに溶け出す脂を一
度味わうと病みつき
になります。【冷凍】

但馬牛 ロースすき
焼き ･ しゃぶしゃぶ用

 300g

但馬牛の本場だから
こ そ で き る 味 と 質。
赤身だからこそわか
る肉本来の味。脂身
が苦手という方にお
すすめです。【冷凍】

但馬牛 赤身焼き肉用
（モモまたは肩）

 500g

寄付金額：30,000円

肉 好 き の 方 に ぜ ひ
食 べ て も ら い た い。

「但馬鴨」の旨みが
ギュッと詰まった但
馬 鴨 鍋 パ ー テ ィ ー
セット。【冷凍】

但馬鴨パーティー
セット 7 ～ 8 人前

安心安全をモットー
に完全無添加で製造
した、山陰の海の幸
バラエティセットを
お 届 け し ま す。【 冷
凍】

山陰の海の幸
バラエティセット

但馬牛の本場だから
こ そ で き る 味 と 質。
但 馬 牛 の 特 徴 で あ
る、口の中でまろや
かに溶け出す脂を一
度味わうと病みつき
になります。【冷凍】

但馬牛 ロースすき
焼き ･ しゃぶしゃぶ用

 500g

寄付金額：75,000円

アイガモ農法を中心
とした、こだわり栽
培で「美味しく食べ
て、健康に !」。

（平成 29 年産  白米）

アイガモ農法栽培
たにぐちのアイガモ米 

白米　30kg

「湯村温泉」の中心部
にある 11 階建ての
お城造りの宿・朝野
家での夕食（会席料
理）をご利用いただ
けます。

朝野家 夕食利用券
（2 名様ペア・平日限定）

この道 40 年の目利
きが釜茹でし、瞬間
冷凍技術で美味しさ
を一気に封じ込めて
います。【冷凍】

プロ茹で松葉ガニ
（冷凍）1枚・約800g

寄付金額：50,000円

アイガモ農法を中心
とした、こだわり栽
培で「美味しく食べ
て、健康に !」。

（平成 29 年産  玄米）

アイガモ農法栽培
たにぐちのアイガモ米 

玄米　30kg

この道 40 年の目利
きが釜茹でし、瞬間
冷凍技術で美味しさ
を一気に封じ込めて
います。【冷凍】

プロ茹で松葉ガニ
（冷凍）約600g×2枚

この道 40 年の目利
きが釜茹でし、瞬間
冷凍技術で美味しさ
を一気に封じ込めて
います。【冷凍】

プロ茹で松葉ガニ
（冷凍）約700g×2枚

寄付金額：150,000円 寄付金額：100,000円

「湯村温泉」の中心部
に あ る11階 建 て の
お城造りの宿・朝野
家の露天風呂付客室
にご宿泊いただけま
す。

朝野家 1 泊 2 食付宿
泊券（2 名様ペア・平日限定）

寄付金額：175,000円寄付金額：200,000円

「湯村温泉」の中心部
にある11階建てのお
城造りの宿・朝野家
の露天風呂付和洋室
にご宿泊いただけま
す。

朝野家 1 泊 2 食付宿
泊券（2 名様ペア・平日限定）

湯村温泉のわき出る
湯と地元の食材をふ
んだんに盛り込んだ
会席料理をお楽しみ
ください。

佳泉郷　井づつや
1 泊 2 食ペア宿泊券

寄付金額：125,000円

「湯村温泉」の中心部
にある11階建てのお
城造りの宿・朝野家
の 一 般 客 室（和 室10
畳）に ご 宿 泊 い た だ
けます。

朝野家 1 泊 2 食付宿
泊券（2 名様ペア・平日限定）

たった 2 か月しか味
わえない貴重なセコ
ガニ。水揚げ後すぐ
に釜茹でし、特に良
質なものを厳選して
お届けします。【冷蔵】

釜茹でセコガニ
（冷蔵）10 枚

（※受付期間）
9/1 ～ 12/10のみ

高品質の松葉ガニを
水揚げ後すぐに釜茹
で し て 出 荷 し ま す。
大型サイズの大変貴
重な松葉ガニをご賞
味ください。【冷蔵】

釜茹で松葉ガニ
（冷蔵）1枚・約1kg 

（※受付期間）
9/1 ～ 3/10のみ

高品質の松葉ガニを
水揚げ後すぐに釜茹
で し て 出 荷 し ま す。
大型サイズの大変貴
重な松葉ガニをご賞
味ください。【冷蔵】

釜茹で松葉ガニ
（冷蔵）1枚・約800g 

（※受付期間）
9/1 ～ 3/10のみ

「湯村温泉」の中心部
にある11階建てのお
城造りの宿・朝野家
の露天風呂付特別室
にご宿泊いただけま
す。

朝野家 1 泊 2 食付宿
泊券（2 名様ペア・平日限定）

寄付金額：250,000円

「湯村温泉」の中心部
にある11階建てのお
城造りの宿・朝野家
の檜造り露天風呂付
貴賓室にご宿泊いた
だけます。

朝野家 1 泊 2 食付宿
泊券（2 名様ペア・平日限定）

寄付金額：300,000円
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平
成
29
年
度
の
新
温
泉
町

の
ご
み
の
実
績
に
つ
い
て

◆
ご
み
量
等
の
実
績
（
前
年
度
比
較
）

　
「
ご
み
量
」
は
微
増
と
な
っ
て
い
ま

す
（
表
1
の
と
お
り
）。
こ
れ
は
、「
ご

み
処
理
広
域
化
」
前
の
駆
け
込
み
需
要

（
平
成
27
年
度
）
の
反
動
で
、
平
成
28

年
度
は
年
度
当
初
に
大
幅
に
減
少
し
た

「
ご
み
量
」
等
が
、
平
成
29
年
度
に
は

通
常
の
排
出
状
況
に
戻
っ
た
こ
と
が
理

由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
ご
み
量
原
単
位
（
住
民

１
人
が
１
日
に
出
す
ご
み
の
量
）」
に

お
い
て
、「
燃
や
す
ご
み
量
」
は
対
前

年
度
比
4.2
％
の
増
加
を
し
て
い
る
の
に

対
し
、「
資
源
化
物
量
」
は
1.9
％
の
増

加
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。『
燃
や
す
ご

み
』
の
中
に
は
、
さ
ら
に
資
源
化
で
き

る
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
』
や

『
紙
類
』が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、『
燃

や
す
ご
み
』
の
中
に
あ
る
資
源
ご
み
を

分
別
し
、「
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
」

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
上
旬
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
は
、
猛
暑
の
中
、

今
な
お
懸
命
な
捜
索
活
動
と
併
せ
て
、
復
旧
に
向
け
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
災
害
ご
み
」
で
あ
り
、
日
常
の
生

活
ご
み
も
含
め
た
「
ご
み
処
理
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
に
は
、
迅
速
な
「
災
害
ご
み
の
処
理
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

基
本
と
な
る
の
が
「
ご
み
の
分
別
」
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
高
い
分
別
意
識
を
持
ち
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
も
災
害
の
備
え
で
す
。

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
実
施
し
た
「
ご
み
処
理
広
域
化
」
も
2
年
半
を
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
住
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
、
本
町
の
「
ご
み
」
は
減
少
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
は
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
取
組
が
進
み
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

（表 1：ごみ量等の実績）
　 29 年度

（A）
28 年度

（B）
差引

（A）－（B）
対前年度比
（A）/（B）

人口（人） 14,767 15,018 △ 251 98.3%

燃やすごみ
総量（ｔ） 3,716 3,624 92 102.5%

原単位（ｇ/日・人） 689 661 28 104.2%

資源化物
総量（ｔ） 565 563 2 100.4%

原単位（ｇ/日・人） 105 103 2 101.9%

ごみ
（合計）

総量（ｔ） 4,281 4,187 94 102.2%

原単位（ｇ/日・人） 794 764 30 103.9%

み
ん
な
で
考
え
よ
う
「

ご
み
」
の
こ
と

◆
ご
み
処
理
施
設
搬
入
件
数（
前
年
度
比
較
）

　

計
画
収
集
（
地
区
・
町
内
会
等
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
）
は
減
少
し

て
い
ま
す
（
表
2
の
と
お
り
）。
こ
れ

は
、
主
に
人
口
減
少
に
伴
う
「
家
庭
ご

み
」の
減
少
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
直
接
搬
入
（
排
出
者
自
ら
の

処
理
施
設
へ
の
直
接
持
ち
込
み
）
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
北
但
の
土
曜
日
の
受
入
や
道
路

整
備
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
へ

の
移
動
時
間
の
短
縮
等
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
新
温
泉
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
土
曜
日
の
受
入
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（表 2：ごみ処理施設搬入件数）
　

　
29 年度

（A）
28 年度

（B）
差引

（A）－（B）
対前年度比
（A）/（B）

計画収集
（件）

3,586 3,632 △ 46 98.7%

直接搬入
（件）

2,875 2,737 138 105.0%

搬入
（合計） 6,461 6,369 92 101.4%
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◆不法投棄をしないようにしましょう。
　近年、家電製品や機械などの「大型ごみ」の不法投棄は
減少の傾向ですが、一方で、弁当ガラや、空き缶などの「生
活ごみ」の不法投棄（ポイ捨て）が増加しています。不法
投棄は犯罪です。自分で出した「ごみ」は分別して「ごみ箱」
に入れるなど、適切に処分し、不法投棄を無くしましょう。
　また、店舗や公園などの公共の場に設置してある「ごみ
箱」には、調理くずや残飯などを入れないよう皆さんのご
理解とご協力をお願いします。
◆廃棄物の仮置きについて
　家庭から出た「木材」や「瓦」などの一般廃棄物を処分
する前に別の場所に一時仮置きする場合は、不法投棄とみ
なされたり、第三者に「ごみ」を持ち込まれたりしないよ
う「一般廃棄物仮置き場」と記載した看板等を設置するな
どのご協力をお願いします。
◆「野焼き」をしないようにしましょう。
　特別な場合を除き、「ごみ」を指定された施設以外の屋
外で焼却処分する「野焼き」は行うことができません。屋
外で焼却した場合に発生する「煙」や「臭い」は周辺住民
に迷惑をかけるほか、プラスチック等の焼却にはダイオキ
シンの発生を伴い環境への影響もあります。また、火災等
の事故に繋がる恐れがあることから、「野焼き」をしない
よう皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◎野焼きの特例（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第
16 条の 2 第 3 号）　　
①国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要
　な廃棄物の焼却 
　【例】河川管理者による伐採した草木等の焼却など
②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急
　対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却 
　【例】災害時における木くず等の焼却など
③風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物
　の焼却 
　【例】門松、しめ縄等の焼却など
④農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとし
　て行われる廃棄物の焼却 
　【例】農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採
　した枝条等の焼却（ただし、生活環境の保全上に影響が
　ある廃ビニールなどは不可）
⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の
　焼却であって軽微なもの 
　【例】たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の木く
　ず等の焼却など
※上記の特例による「野焼き」を行う場合は、事前に美方
　広域消防本部へ連絡し、周辺への配慮や安全対策を講じ
　て実施してください。

「ごみ」の適正処理にご協力をお願いします

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
』

と
『
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
』

を
分
別
し
ま
し
ょ
う

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
』
は

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」、『
そ
の
他
紙
製
容
器

包
装
』
は
「
紙
マ
ー
ク
」
の
付
い
た
も

の
が
対
象
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ク

を
必
ず
確
認
し
て
、
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
』
は
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
乾
か
し
て
、
青
文
字

の
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
『
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
』
は
、“
汚

れ
て
い
な
い
き
れ
い
な
も
の
”
を
黒
文

字
の
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
の
出
し
方

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
は
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
を
外
し
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾

か
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
て
も
汚

れ
が
落
ち
な
い
場
合
は『
燃
や
す
ご
み
』

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
夏
は
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
が

大
量
に
出
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
と
き
に
は
、
袋
に
入
れ
ず
、
そ
の
ま

ま
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ゴ
に
入
れ
て
出

し
ま
し
ょ
う
。（
カ
ゴ
が
足
ら
な
い
場

合
は
、
別
の
ご
み
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
代
用
し
て
く

だ
さ
い
。）

生
ご
み
処
理
機
を
活
用
し
、

生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
使
う
と
、

生
ご
み
は
堆
肥
に
代
わ
り
、『
燃
や
す

ご
み
』
の
量
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
は
町
の
補

助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
を
お

考
え
の
際
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲プラマーク（プラスチック製
　容器包装の識別マーク）

▲紙マーク（紙製容器包装
　の識別マーク）
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成
人
式
の
ご
案
内

　

平
成
31
年
新
温
泉
町
成
人
式
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
31
年
1
月
13
日
（
日
）

※
詳
細
は
12
月
に
広
報
・
Ｈ
Ｐ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
写

真
撮
影
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
本

町
に
住
所
の
あ
る
方
も
し
く
は
本
町

出
身
の
方

▼
案
内　

平
成
30
年
7
月
1
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
、
7
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
等
依
頼
文
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
案
内
状
は
12
月
に
送

付
し
ま
す
。

※
町
外
に
住
所
異
動
さ
れ
て
い
る
場
合

な
ど
送
付
希
望
の
方
は
、
生
涯
教
育

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　

委
員
募
集

　
成
人
式
を
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
内
容　

9
月
か
ら
平
成
31
年
1
月
の

間
に
6
回
程
度
の
会
議
を
開
催

▼
条
件　

成
人
式
の
対
象
者
及
び
成
人

式
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
意
欲
の

あ
る
方

▼
応
募
方
法　

9
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
生
涯
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

教
育
委
員
会　

生
涯
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

電
子
メ
ー
ル

　

syogaikyoiku@town.shinonsen.lg.jp

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

浜坂上水道既設二日市
配水池撤去工事 二日市

既設二日市配水池撤去工 PC
造1,300㎥（内径12.0m、水
深11.5m）1式

89,640,000 平成 30 年 6 月 27 日 ～ 
平成 31 年 3 月 22 日 株本建設工業㈱

切畑浄水場膜ろ過施設
整備工事 切畑

原水槽設置工 1式 膜ろ過施
設設置工 1式 場内配管布設
工 1式 屋外動力設備工 1式 
附帯工 1式

71,155,800 平成 30 年 6 月 29 日 ～ 
平成 30 年 12 月 25 日 赤坂土建㈱

町道健康公園線災害復
旧工事 湯

復旧延長 L=57.0m 道路幅
員 W=7.0m 本工事費（補助） 
補強盛土 459㎡ ふとんかご 
194枚 地下排水工 170m ア
スファルト舗装工 1式 小段
排水工125m 附帯工事費（単
独） 石積工 28m 階段工 1箇
所 仮設工 1式

73,013,400 平成 30 年 6 月 27 日 ～ 
平成 31 年 1 月 31 日 山陰道路㈱

937-1033 深山道路復
旧工事 丹土 L=20m CB57㎡ 盛土復旧12

㎡ フトン篭4m 4,644,000 平成 30 年 6 月 25 日 ～ 
平成 30 年 12 月 25 日 尾﨑建設㈱

（平成 30 年 6 月 16 日～平成 30 年 7 月 15 日契約分）
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世
界
・
日
本
農
業
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」 

を
開
催

　
「
美
方
郡
産
但
馬
牛
」
世
界
・
日
本
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
は
、
個
体
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
多
様
な
遺
伝
資
源
を
守
り
全
国
黒
毛
和
牛
の

ル
ー
ツ
と
な
っ
た
但
馬
牛
の
価
値
の
再
確
認
と

但
馬
牛
に
育
ま
れ
た
里
山
の
暮
ら
し
や
生
物
、

伝
統
・
文
化
な
ど
を
含
む
「
兵
庫
美
方
地
域
の

但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」
の
世
界
・
日
本
農
業
遺
産

へ
の
認
定
を
め
ざ
す
意
義
の
理
解
と
機
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
7
月
2
日
、
世
界
・
日
本
農

業
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 「
兵
庫
美
方
地
域
の
但

馬
牛
シ
ス
テ
ム
」 
を
開
催
し
、
畜
産
農
家
や
関

係
者
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

本
協
議
会
の
浜
上
会
長
（
香
美
町
長
）
は
、

開
会
あ
い
さ
つ
で
「
美
方
郡
産
但
馬
牛
は

１
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
郡
内
の
農
家
や
畜
産

関
係
者
が
地
道
な
改
良
努
力
を
積
み
重
ね
て
お

り
、
そ
の
歴
史
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
価
値
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
内
和
牛
繁
殖
地
の
中
で

こ
ち
ら
町
長
室

　
（
8
月
3
日
執
筆
）

　

７
月
５
日
の
夕
方
か
ら
７
日
に
か
け
て
西

日
本
地
区
を
中
心
に
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
死

者
は
広
島
、
岡
山
、
愛
媛
な
ど
で
２
２
０
名

以
上
に
の
ぼ
り
、甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

新
温
泉
町
で
は
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ね
た
き
り
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
避
難
方
法
や
、
災
害
ゴ
ミ

の
置
き
場
・
処
理
方
法
、
ト
イ
レ
の
設
置
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制
な
ど
多
く

の
面
で
準
備
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
9
月

17
日
ま
で
、
本
庁
や
支
所
を
は
じ
め
町
内
18

の
公
共
施
設
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

7
月
9
日
か
ら
、
小
学
校
区
ご
と
に
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

9
日
は
浜
坂
東
小
学
校
で
10
名
、
10
日
は
照

来
小
学
校
で
15
名
、
19
日
は
浜
坂
南
小
学
校

で
７
名
、
8
月
1
日
は
諸
寄
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
で
29
名
、
2
日
は
浜
坂
多
目
的
集
会
施

設
で
20
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
、
災
害
時
に

お
け
る
情
報
提
供
や
救
援
・
避
難
の
あ
り
方
、

免
許
証
返
納
後
の
移
動
支
援
策
や
福
祉
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
充
実
、
町
内
の
河
川
の
河
床
が

高
く
な
っ
て
い
る
問
題
、
地
区
要
望
書
に
対

す
る
誠
意
あ
る
回
答
、
町
の
素
晴
ら
し
い
素

材
の
活
用
や
他
地
域
の
先
進
事
例
の
研
究
、

浜
坂
道
路
Ⅱ
期
工
事
で
出
る
残
土
を
宅
地
造

成
な
ど
に
利
用
、
登
下
校
路
の
安
全
確
保
、

浜
坂
病
院
の
休
日
・
時
間
外
対
応
の
現
状
、

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
北
前
船
の
活
用
な

ど
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
公
共

交
通
の
あ
り
方
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
浜
坂
病
院
の
休
日
救
急
外
来
の
受
付
時

間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す

が
、
開
業
医
か
ら
の
依
頼
な
ど
特
定
の
患
者

に
つ
い
て
は
24
時
間
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
浜
坂
病
院
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
本
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
北
前
船
の
寄
港
地
・
諸
寄
で
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
取
組
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
で
取
組
を
進
め
る
も
の
、
国
・
県
に
要
望

し
て
い
く
も
の
な
ど
様
々
で
す
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
検
討
し
、
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　

新
温
泉
町
長
　
西
村
銀
三

※「
こ
ち
ら
町
長
室
」の
動
画（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
版
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
町

長
の
部
屋
→
こ
ち
ら
町

長
室
』で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

最
初
の
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
を
ぜ
ひ
と
も
受
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

連
大
学
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
の
永
田
明
先
生
に
よ
る
「
農
業
遺
産
制
度
の

概
要
と
意
義
」
と
題
し
た
講
演
や
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
野
田
昌
伸
上
席
研
究
員
に
よ
る
「
美
方
郡
産
但
馬
牛
の
歴
史
と
世
界
・
日
本

農
業
遺
産
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
最
後
は
、
世
界
・
日
本
農
業
遺
産
認
定
に
向
け
た

関
係
者
の
一
致
団
結
「
が
ん
ば
ろ
う
コ
ー
ル
」
で
思
い
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
6
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農
業
委
員
会
情
報
№

129
―

農
業
委
員
会
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

　

農
業
委
員
会
で
は
資
質
向
上
の
た
め
毎
年
管
外
視
察
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
本

年
度
は
6
月
18
日
に
兵
庫
県
丹
波
市
、19
日
に
滋
賀
県
東
近
江
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
田
中
榮
作
委
員
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

◆
丹
波
市
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

　

丹
波
市
農
業
委
員
会
は
平
成
29
年
7

月
に
新
体
制
へ
移
行
し
、
現
在
は
農
業

委
員
24
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
25
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

丹
波
市
は
農
家
戸
数
５
５
９
８
戸
、
耕

地
面
積
５
６
４
４
㌶
と
新
温
泉
町
の
5

倍
の
農
家
戸
数
と
耕
地
面
積
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

丹
波
市
農
業
委
員
会
で
は
、
地
区
ご

と
に
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
2
～
3
人
ず
つ
担
当
を
設
け

て
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

旧
町
単
位
で
地
域
委
員
会
を
設
け
て
日

常
の
活
動
に
お
い
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
各
地
域
委
員
会
で
報
告
・

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
規
模
の
拡
大
・
縮
小
な
ど
の

耕
作
者
の
意
向
や
農
地
の
利
用
状
況
、

後
継
者
の
有
無
、
転
用
相
談
、
利
用
調

整
の
た
め
の
戸
別
訪
問
結
果
な
ど
を
記

載
し
た
活
動
記
録
カ
ー
ド
を
活
か
し
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
情
報
共
有
し
、
広
範
囲
な
農
地
利

用
調
整
に
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
活
動
記
録
カ
ー
ド
の
分
析
を
も

と
に
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
地
域
・
農
家
に
と
っ
て“
身

近
な
農
地
の
相
談
員
”
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
も
農
業
委
員
会
の
独
自

活
動
と
縦
割
り
だ
け
で
な
く
各
種
団
体

等
と
の
横
の
繋
が
り
を
通
じ
て
農
業
委

員
会
が
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
㈲
永
源
寺
マ
ル
ベ
リ
ー
に
つ
い
て　

　

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
永
源
寺
マ

ル
ベ
リ
ー
は
平
成
15
年
初
頭
、
過
疎
化

が
進
む
永
源
寺
地
区
の
振
興
を
図
る
目

的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
茶
畑
の
耕
作

放
棄
地
を
桑
畑
で
復
活
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
き
出
し
、
協
力
企
業
や
専
門

家
の
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
、
地
域
の
高
齢
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
現
在
、
桑
畑
の
耕
作
面

積
約
6
㌶
ま
で
成
長
し
、
一
部
地
域
で

し
か
栽
培
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ

て
い
た
薬
用
植
物
「
明
日
葉
」
の
安
定

供
給
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
大
学
薬
学
部
の
先
生
や
滋

賀
県
農
林
水
産
課
と
の
「
産
・
官
・
学
」

連
携
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域

の
高
齢
者
・
障
が
い
者
雇
用
の
創
出
や

道
の
駅
で
商
品
の
販
売
を
す
る
な
ど
地

域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
第
10
回
耕
作

放
棄
地
発
生
・
解
消
活
動
表
彰
で
全
国

農
業
会
議
所
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
社
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
5
年
も
か

か
り
、
大
変
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
創
業
以
来
有
機
栽
培
を
実
践
し
、

平
成
29
年
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取

得
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取

組
も
進
め
て
お
り
、
食
の
安
心
安
全
・

環
境
配
慮
・
労
働
改
善
を
実
現
す
る
経

営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
も
耕
作
放

棄
地
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
え
ご
ま
」
の
試
験
栽
培
・
普
及
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
新

温
泉
町
え
ご
ま
研
究
会
」
が
発
足
し
、

今
後
は
こ
の
研
究
会
が
中
心
と
な
り
、

普
及
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
視
察
を
今
後
の
「
え
ご
ま
」
の

生
産
方
法
の
確
立
、
商
品
化
と
普
及
に

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

丹波市農業委員会

有限会社永源寺マルベリー圃場
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国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

国民年金の任意加入制度のご案内
　老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）は、
20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間保険料を納め
なければ、満額の年金を受け取ることができません。
国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の
納付済期間が 40 年間に満たない場合は、60 歳から
65 歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保
険料を納めることにより、満額に近づけることがで
きます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納
付済期間や保険料の免除期間等が原則として 10 年
以上必要となりますが、この要件を満たしていない
場合は、70 歳になるまで任意加入することができ
ます（ただし、昭和 40 年 4 月 1 日以前に生まれた
方に限られます）。また、海外に在住する日本国籍
を持つ方も、国民年金に任意加入することができま
す。詳しくは、日本年金機構豊岡年金事務所または
役場町民課（℡ 82-5621）にお問い合わせください。

国民年金保険料の免除期間・
納付猶予期間がある方へ 

　国民年金保険料の追納をお勧めします！
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法
定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けら
れた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、
老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）の受け
取り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る
老齢基礎年金を増額するために、10 年以内であれ
ば遡って古い月分から納めることができる追納制度
があります。追納のお申込み・ご相談は日本年金機
構豊岡年金事務所へご連絡ください。
※免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算
　して 3 年度目以降の追納の場合、当時の保険料
　額に一定の加算額が上乗せされます。

　オオバギボウシ（大葉擬宝珠）は、海岸沿いの
崖から亜高山の渓流まで、広い範囲で自生するユ
リ科の多年草です。個体によって大小さまざまに
ありますが、多分、ほとんどはオオバギボウシだ
と思います。以前は日本海側のものはトウギボウ
シとされていましたが、現在は一つにまとめられ
ています。花期は 7 ～ 9 月で、海岸沿いでは早
めに、冷涼な渓流沿いでは少し遅めに、白か淡紫
色の筒状の花を咲かせます。ギボウシという名前
は、この花の蕾が橋の欄干の丸い擬宝珠に似てい
ることから付けられたということですが、もとも
と宝

ほうじゅ

珠とは「お釈
し ゃ か

迦様の骨
こつつぼ

壺」のこととか。葉は
根生し、30 ～ 50㎝の長柄があり、基部が心形の
径 15 ～ 20㎝の卵形の大きな葉で先は尖ってい
ます。また葉脈が明瞭で、葉裏へへこんでいま
す。花は茎の上部に穂

すいじょう

状につき、花被片が６裂し
たロート状で、下から咲きあがる一日花です。種
はさく果（熟すと下部がさけ、種子が散布される）
で、種子には翼

よく

があります。
　春の柔らかい葉は山菜として人気があるようで
すが、芽出しの姿が毒草のバイケイソウに似てお
り、間違って食しないようにと山菜読本などに注
意書きがあります。新温泉町ではバイケイソウの
自生は確認されていませんが、香美町では亜高山
地帯に稀に自生しています。個人的にはギボウシ
の葉や茎が食べられることも知らないままでし
た。ましてやバイケイソウと間違うことも合点が
いかなかったのですが、両方の芽出しを写真で比
べてみると、なるほどそっくりでした。近頃で
は栽培もされているようですので、食べたい方は
買ったほうが安全かも。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

オオバギボウシ
（ユリ科）

 野草散歩（92)



「8月のおすすめの本」
ご案内

野生のベリージャム
小島聖著/青幻舎

　山を愛する女優の小島聖が、ネパール・
スイス・フランスの山や20日間かけてア
メリカ大陸を歩き続けるロングトレッキ
ングコースに挑戦し、大自然の中で過ご
したときの心境や、過酷な旅で心と体を
癒してくれたおいしい「食」について綴っ
た好奇心を刺激される一冊。

かんがえる子ども
安野光雅著/福音館

　画家・安野光雅が自分の子ども時代や
教員時代の体験を交え、子どもにとって
の「考えること」について語ります。子ど
もも大人も自分で考えて物事を見極めて
いけるようになってもらいたいと願う、
著者から子どもと関わるすべての人へ向
けたエッセイ。

トトロの生まれたところ
　スタジオジブリ編集 / 岩波書店

　都市化が進む中、東京・所沢の手つか
ずの雑木林を目にした宮崎監督は日本の
自然の豊かさ美しさを再認識し、それが
映画「となりのトトロ」制作のきっかけと
なります。映画の舞台となった所沢の魅
力を水彩スケッチで紹介し、現在自然保
護活動をしている思いを語ります。

岩合光昭の日本犬図鑑
岩合光昭  文・写真 / 文渓堂

　タレント犬として活躍したり海外で人
気が上昇したりと、凛々しい姿が魅力の
日本犬のなかには国の天然記念物に指定
されている犬種もあります。古くから日
本人と共に生活してきた歴史やルーツ・
特徴などを、子どもたちにもわかりやす
く動物写真家・岩合光昭の写真と共に紹
介します。

えほん遠野物語  ごんげさま
　柳田国男・原作  軽部武宏・絵  京極夏彦・文 / 汐文社

　「ごんげさま」は神楽を舞うための頭で
獅子舞の頭に似ているが少し違う。ごん
げさまには霊力があって頭痛を治したり、
火事から家を守ってくれたりするという。
しかし、ごんげさま同士を一緒にしては
いけない…。迫力ある絵が印象的な遠野
の不思議なおはなし。

 

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（8月号） 12

大人と子ども一緒に楽しむおはなし会    
大人も子どもも一緒に楽しみましょ
う！
◆8月24日（金）　午前10時30分～
　『昔の新温泉町の怖い話、面白い話』など
ちょっとこわ～いおはなし会   　 
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な折
り紙などをします。
◆8月25日（土）　午後2時～
　『どろん  ばあ  ～おばけかぞえうた～』
子どもシネマの会　　　　    　 

「いじめ」をめぐり子どもたちが立ち上
がる、自分を信じて心のハードルを飛
び越える勇気の物語です。
◆8月25日（土）　午後3時～
　『ハードル』　（84分）
鳥取大学サイエンス・アカデミー 　　 
図書館でライブ中継による聴講ができ
ます。
◆8月25日（土） 午前10時30分～正午
　『モンゴルの大自然と人々の暮らし』 

（講師：乾燥地研究センター長（教授）
　山中典和さん）

休館日のお知らせ 　　 　　  　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時

（その他のお知らせ）　　　　      
本紙19ページをご覧ください。

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日
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◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　白は

く
さ
ん山

手て
ど
り
が
わ

取
川
ジ
オ
パ
ー
ク

　

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
石
川

県
の
南
西
に
位
置
す
る
白
山
市
全
域
を

範
囲
と
し
て
い
ま
す
。
2
億
数
千
万

年
前
の
飛
騨

変
成
岩
類
を

基
盤
と
し
、

1
億
数
千
万

年
前
の
ア
ジ
ア
大
陸
縁
辺
部
に
堆
積
し

た
地
層
、
中
生
代
か
ら
新
生
代
に
か
け

て
の
火
成
岩
類
や
グ
リ
ー
ン
タ
フ
（
緑

色
凝
灰
岩
）
な
ど
、
日
本
海
形
成
過
程

の
時
に
で
き
た
地
層
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。

　

日
本
三
名
山
の

一
つ
、
白
山
を
源

と
す
る
手
取
川
流

域
で
は
山
頂
部
か

ら
海
岸
部
ま
で
お

よ
そ
２
７
０
０
㍍

の
標
高
差
の
中
に
、

浸
食
さ
れ
た
峡
谷

▼
問
合
せ
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 99

　

平
成
30
年
4
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
38
ヶ
国
・
１
４
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

や
山
麓
部
の
扇

状
地
な
ど
の
地

形
が
見
ら
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
、

高
山
植
物
や
棲

息
す
る
様
々
な

動
物
な
ど
も
観

察
が
で
き
、
峡

谷
沿
い
に
は
中

生
代
の
化
石
が
産
出
す
る
大
露
頭
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
侵
食
さ
れ
る
峡

谷
で
は
、
火
成
岩
の
柱
状
節
理
や
川
が

運
ん
だ
巨
大
な
岩
石
な
ど
、
川
の
荒
々

し
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
流
域
で
は
、
扇

状
地
の
伏
流
水

や
下
流
域
の
流

水
群
な
ど
、
特

に
水
と
人
々
の

暮
ら
し
が
学
べ

る
ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。

▲エリア図

▲手取扇状地▲手取峡谷

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｙ
さ
ん
（
40
歳
）
女
性

　

宅
配
業
者
か
ら

「
荷
物
を
お
届
け
に

伺
い
ま
し
た
が
、
不

在
の
た
め
持
ち
帰
り

ま
し
た
。
下
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い

た
。
荷
物
っ
て
何
だ
ろ
う
と
不
審
に
感

じ
な
が
ら
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス

し
て「
再
配
達
希
望
」ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
。
そ
の
後
、
荷
物
な
ど
は
配
達

さ
れ
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

■
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

実
在
す
る
宅
配
業
者
を
装
っ
て
送
ら

れ
て
き
た
メ
ー
ル
で
、
個
人
情
報
が
抜

き
取
ら
れ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
さ

せ
ら
れ
た
り
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
Ｏ
Ｓ
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
更

　

新
し
ま
し
ょ
う
！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
場

合
は
、
Ｏ
Ｓ
及
び
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
い
、
最
新
の

状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
ま

し
ょ
う
！

　

重
要
な
デ
ー
タ
は
、
定
期
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
作
成
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

　

コ
ン
テ
ン
ツ
使
用
料
、
ア
プ
リ
の
登

録
料
を
請
求
す
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」

の
事
案
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
感
じ
た
場
合
は
、
メ
ー
ル
を
開
か

ず
、
家
族
等
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

宅
配
便
か
ら
の
不
在
通
知
メ
ー
ル
？

▲白山眺望



まちの求人案内

平成 30 年 7 月 20 日現在

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院
看護師 18 以上 200 ～ 220
准看護師 18 以上 200 ～ 210
看護補助員 18 以上 142

㈱マルワ渡辺水産

水産部バイヤー 不問 250 ～ 350
工場内管理業務 不問 180 ～ 250
ルート配送業務 不問 250 ～ 400
鮮魚係 不問 170 ～ 250
配膳係 不問 156 ～ 208

特別養護老人ホームはまさかの里 介護職員 18 以上 152
浜坂郵便局 郵便配達 不問 159 ～ 253
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 141 ～ 149
㈱たじみや 事務職 18 以上 180 ～ 200
フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 45 以下 162 ～ 324

株本建設工業㈱
営業 18 以上 250 ～ 350
土木技術者 59 以下 250 ～ 400
土木作業員 18 以上 194

㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 155 ～ 230
一般事務職 40 以下 160 ～ 230
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250

にーず 看護職 不問 173 ～ 208
訪問介護職 不問 151

グループホームありがとう 介護員 18 以上 136 ～ 160
㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210

山陰造園土木㈱ 現場技術者 18 ～ 45 200 ～ 350
一般土木作業員 45 以下 176 ～ 250

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
岩本興業 土木作業員 40 以下 173 ～ 281
㈱菊池組 現場監督・技術監督 不問 168 ～ 300
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 250 ～ 300
乙野運送㈱ 運転手 18 以上 165 ～ 296

㈱スタミナフードサービス 店舗管理 不問 350
接客・調理業務 不問 250

石匠　眞心庵 石材施工員 不問 143 ～ 205

なぎさ信用漁業協同組合連合会 金融機関一般職 35 以下 144 ～ 160
金融機関総合職 35 以下 191 ～ 213

（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱ バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18 以上 196 ～ 230
管理栄養士 不問 174 ～ 203

㈱西沢製作所 溶接工 18 以上 146
㈲清美社 下水道維持管理他 18 以上 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59 以下 200 ～ 300
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18 以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱ 土木技術者 18 以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18 以上 156 ～ 195

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱警備ひゃく 交通警備 18 以上 143 ～ 164
（公社）美方郡広域シルバー人材センター 営業 不問 138
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 145 ～ 160
アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

レストランスタッフ 45 以下 188 ～ 259
調理 45 以下 208 ～ 280

㈱みさき 営業 18 ～ 30 206 ～ 235
㈲寺谷建設 土木作業員 18 ～ 35 190 ～ 260

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,100
レジ係 不問 1,000 ～ 1,200
惣菜係 不問 1,100 ～ 1,200
フロント係 不問 1,000 ～ 1,100
接客・配膳係 不問 900 ～ 1,200

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 850 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 850 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 850 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 850 ～ 900
事務職 不問 850 ～ 1,000

㈲西浦建築 設計業務 不問 850 ～ 900
㈱北兵庫 運転手 18 以上 844

フジッコ㈱ 製造職 不問 845 ～ 850
作業員 不問 870 ～ 900

浜坂観光協会 観光推進員 不問 878
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950

にーず 訪問介護職 不問 850
看護職 不問 1,100

㈱メフォス 給食調理補助 69 以下 850 ～ 1,000
㈱スタミナフードサービス 接客・調理業務 不問 1,000
杉本生花店 配送業務 不問 844
日之出管財㈱ 清掃業務 64 以下 850
㈱リフティングブレーン 製造・作業等 不問 1,000

（温泉地域）

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン 不問 900 ～ 1,000

施設管理、洗い場 不問 850 ～ 950
清掃、送迎運転 不問 850 ～ 900
ナイトフロント 18 以上 900 ～ 950
売店スタッフ 18 以上 900

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 950 ～ 1,100

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 845 ～ 875
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300

ケービックス西日本㈱ ホテル・旅館作
業リーダー候補 不問 845

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050
㈱西沢製作所 補助作業員 不問 850 ～ 870
アイケー電機㈱ コイルテーピング作業 不問 852

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

立道建設㈱
現場監督員 18 ～ 64 216 ～ 325
重機運転手 18 ～ 64 173 ～ 281
土木作業員 18 ～ 64 173 ～ 216

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職・幹部候補 35 以下 162 ～ 224

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 191 ～ 211
看護師 不問 199 ～ 264

井上自動車整備㈱ 自動車整備等 18 ～ 35 145 ～ 200
㈱温泉町夢公社 施設管理業務 不問 150 ～ 175
森脇牧場 畜産業 35 以下 170 ～ 220

　（常　用）

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。

▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735
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　文化会館では、同和問題をはじめ、あらゆる差別や
人権侵害をなくし、お互いの人権を大切にしあうまち
づくりをめざして、毎年 6 月～ 10 月の第４水曜日に、
文化会館を会場に人権講座を実施しています。その開
講式と第 1 回目を 6 月 28 日に開催しました。
　山本笙二文化会館運営委員長の開会挨拶と西村町長
の来賓挨拶に続き、同和問題をテーマにした DVD「差
別を問うた 20 年／ 29 の証言」を視聴し、その後の
人権啓発指導員の中村勝明氏の講話で学習を深めまし
た。
　DVD では、29 巻に及ぶビデオシリーズの中の至言
が部落問題とは何かを問いかけていました。『差別に
とって一番の問題は、差別している人間が差別だと気
付かないこと』『無知と無関心と無自覚が差別の温床』

『当時は、身分は職業に照応していて身分と職業は住
むところも意味していた』『部落に生まれたとして何
を恥じることがあるのか。恥じなければならないのは
人を差別する寂しい心』『「障がい」という言葉を私は
使わないことに決めた。「苦手なことがある」とすれば、
苦手なことは全ての人にある。そうすれば障がいのあ
る人が特別な枠にはめられることはなくなる』『差別
の現実だけを教える教育は百害あって一理なし。どう
したら差別をなくすることができるかという見通しと
展望を指し示すことこそが教育というもの』『皆、頭
では差別はいかんということは分かっている。部落差
別をなくする、解決する道筋を明らかにすることが部
落差別をはじめとする様々な差別をなくしていく取組
である。様々な間違いを皆で克服する、そういうつな
がりを作りたい』『部落差別はいわれの無い差別、差
別は人を殺す犯罪』『正しいことは正しい、間違って
いることは間違っているとはっきり言い切れる強い大
人になってほしい』『差別は人を殺す。差別に出合っ
たとき、正しい知識がないと絶対に勝つことはできな
い』『差別があることに怒りを感じてほしい。他人事
になってほしくない』『何が差別なのかを語れる人間
になってほしい。隣で泣いている人がいたらハンカチ
を出すだけでなく、一緒に泣ける人間、怒っている人
がいたら一緒に怒れる人間になってほしい』など、心
に残る多くの言葉が私たちに新たな気付きを与えてく
れました。

H30（2018）.8.9

広報しんおんせん（8月号）

平成 30 年度 住民交流学習「人権講座」がスタート

　中村勝明指導員の講話では、部落差別の歴史につい
て、『鎌倉時代から室町時代にかけて「河原者」とし
て河原で生活していた人たちがいた。その人たちは、
清掃や牛馬の処理、人を取り締まる現在の警察のよう
な仕事など、人が嫌がる仕事をしていた。それらが“穢
れた仕事 ” とされていたため彼らは穢多（エタ）と言
われていた。昔、私たちが学校で教わった「士農工商
穢多非人」という身分制度は間違いであった。「士農
工商」の下には「奴隷身分」があったが、「穢多・非
人」は奴隷身分ではなく、枠外に位置づけられてい
た。当時の武士が生活できなくなり、枠外の「穢多・
非人」になっていった人も多くあった。「穢多・非人」
は、人が嫌がる仕事をする代わりに年貢を納めなくて
もよかった。彼らは、革製品を作ったりして裕福な生
活をしていた人も多くいた。明治時代になると近代国
家を作るために、明治４年に賎民廃止令を制定したが、
それは「穢多・非人」からも税を徴収するためのもの
であり、決して身分制度を廃止する制度ではなかった。
それから約 100 年後の昭和 44 年になり、やっと同
和対策事業が始まった。以降、様々な同和対策が行わ
れてきたにもかかわらず部落差別はなくならなかっ
た。それからさらに約 50 年後の平成 28 年には、ま
だ部落差別が残っているということで「部落差別解消
推進法」が制定された』ことなどを学び、最後に、『人
は誰もが差別心を持っている。だから、学習する。学
習して差別しない強い心を作らなければならない』と
いう言葉で締めくくっていただきました。

新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

「学習」は『気付きの場』
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　7 月 14 日から 16 日の 3 日間、但馬三大祭りの一つ
「川下祭り」が行われました。
　15 日の本祭では、神輿の渡御行列や麒麟獅子が浜坂
の町内を練り歩きました。
　夜には「浜坂ふるさと夏まつり花火大会」が開催され、
3,200 発の花火が夜空を彩りました。特に、フィナーレ
の尺玉（10 号玉）30 連発は圧巻で、町内外
から訪れた多くの来場者から大歓声が上がっ
ていました。

学校給食を学んで味わう

浜坂の夏　大盛況

　7 月 24 日、学校給食センターで「学校給食試食会」
を行いました。初めて夜に開催した今回は、園児や小中
学生から祖父母世代まで幅広く申込みがあり、95 人が
参加しました。試食では、子どもでも食べやすい味付け
の「おからミルク」やホワイトソースから手作りしてい
る「浜坂ちくわのグラタン」など、児童・生徒に人気の
8 品が並び、参加者にも好評でした。また、給食の歴史
や給食センターの取組、新温泉町の学校給食の目標など
が紹介され、学校給食への理解を深めました。

　7 月 21 日、湯村温泉街で「荒湯天狗まつり」が行わ
れました。パレードでは、地元の有志によるちんどん屋

「天狗一座」を先頭に、温泉小学校 2 年生 8 人が高さ 3
㍍の天狗の山車を引いて練り歩きました。ポケットパー
クの特設ステージでは、夢が丘中学校吹奏楽部や地元バ
ンドの演奏などが行われ、温泉街が活気に包まれました。
　また、この日から「但馬牛感謝祭  灯籠絵巻」
が始まり、15 基の絵灯籠が温泉街の夜を彩り
ました。

商売繁盛と家内安全を願って

広報しんおんせん（8月号）

　7 月 3 日から 10 日までの 8 日間、ニュージーランド
の学生 10 人と引率者２名が来町し（受入れ校：夢が丘
中学校）、地元小・中学生との交流やホームステイ、町
内での体験学習などを行い、日本の自然や文化に親しみ
ました。9 日には、塩谷浜海水浴場で「マリンスポーツ」
を体験。カヌーやバナナボートなどを楽しんだ後は、“ス
イカ割り”で大いに盛り上がりました。
　10 日に広島市へ移動し、11 日にはニュージーランド
へ向けて日本を飛び立ちました。

日本の自然や文化を体験

H30（2018）.8.9
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H30（2018）.8.9

神秘的な美しさに感動

　7 月 8 日、夢ホールで、クイーンズティアーズハニー
アカペラライブが開催されました。
　新温泉町でのライブは 6 年ぶりで不安だったという
メンバーの話もありましたが、数々の懐かしい楽曲のア
カペラを披露し、約 280 人の来場者は美しい歌声に聞
き入っていました。
　また、来場者と一緒に歌ったり、ステージを降りて 7
月に誕生日を向かえる方の目の前で歌ったりするなど、
会場が一体となり盛り上がりました。

美しく響く歌声を堪能

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（8月号）

　山陰海岸ジオパークへの知識を深めるとともにガイド
を養成するため行っている学習会で、7月1日、「小又川
トレッキング・滝散策」を開催し、20人が参加しました。
ガイドの先導で谷を下り、30分ほどで「シワガラの滝」
に到着。全国でも珍しい洞窟の中に落ちる滝を目の当た
りにした参加者は、その神秘的な光景に感嘆の声を上げ
ていました。また、猪坂悦司さん（湯）による
写真撮影テクニックの指導もあり、絶景を収
めようと次々にカメラを向けていました。

　日本遺産『北前船寄港地・船主集落』に新温泉町が追
加認定されたことを記念し、諸寄地区内で記念行事が行
われました。
　7 月 8 日には、諸寄基幹集落センターで「北前船寄
港地『諸寄港』日本遺産認定記念講演会（諸寄財産区管
理協議会主催）」が行われ、約 130 人が参加しました。
ANA 総合研究所主任研究員の中野秀治さん（北
前船日本遺産推進協議会事務局）と新古雅紀
さん（諸寄歴史と文化の薫るまちづくり委員

日本遺産認定を記念して

会事務局）による講演があり、他地域での取組の現状や
“諸寄 ” の特色、今後の地域活性化策などについて学び
ました。
　7 月 22 日には、諸寄地区内にある日本遺産の構成文
化財などを見て回る「諸寄港ウォーク」を行い、29 人
が参加しました。
　城山園地から諸寄港へ車で移動した後、参加者は 2
班に分かれ、急な石段を登って為世永神社を訪ねたり、
普段は非公開となっている中藤田邸を特別に見学したり
して、日本遺産に認定されたストーリーを構成する文化
財や歴史について理解を深めました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H30（2018）.8.9

ご
案
内

広報しんおんせん（8月号）

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
30
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
0
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

　

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

　

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

「
第
41
回
但
馬
美
術
展
」       

特
別
展

　

８
月
３
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
但
馬

文
教
府
で
開
催
さ
れ
る
「
第
41
回
但
馬

美
術
展
」
の
作
品
を
展
示
す
る
特
別
展

を
開
催
し
ま
す
。「
但
馬
美
術
展
」
は
、

但
馬
に
在
住
ま
た
は
但
馬
で
活
動
さ
れ

て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
々
を
対
象
に

作
品
を
募
集
し
、
但
馬
の
芸
術
・
文
化

の
振
興
を
目
的
と
し
た
展
覧
会
で
す
。

今
回
は
過
去
３
回
以
上
入
賞
し
た
無
鑑

査
の
方
の
作
品
を
含
む
約
30
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き

　

8
月
18
日
（
土
）
～
9
月
12
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

【広告】

上島プロパンは電気も取
扱中！

上島プロパンは電気も取
扱中！

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」は、石油・ガス・電力等
を供給販売する売上高10兆円の日本最大の総合エネル
ギー企業。

☎82-3110
再値下げの８月ご使用分より再値下げの８月ご使用分より 100件中16件が切替中！

全国では770万件が切替！（5月末現在）

温
泉
公
民
館
文
化
展    　

         

浜
田
昭
文
・
浜
田
直
子　
　
　

「
組
み
木
と
ち
り
め
ん
細
工
二
人
展
」

　

浜
田
昭
文
さ
ん
・
直
子
さ
ん
（
対
田
）

に
よ
る
組
み
木
と
ち
り
め
ん
細
工
二
人

展
を
開
催
し
ま
す
。
木
と
ち
り
め
ん
が

醸
し
出
す
ぬ
く
も
り
を
生
か
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

8
月
25
日
（
土
）
～
9
月
6
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
ち
り
め
ん
細
工
・
か
わ
い
い
『
お

　

手
玉
雛
』
を
つ
く
ろ
う
！
」

◇
と
き　

8
月
31
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

◇
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

◇
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

◇
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

▼
と
こ
ろ

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

2
階
集
会
室

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０
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H30（2018）.8.9

「
新
温
泉
町
地
産
地
消
の
日
」

　
　
　

  

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売

　

毎
月
第
3
土
・
日
曜
日
の
「
新
温
泉

町
地
産
地
消
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
18
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ

　

㈱
マ
ル
海
渡
辺
水
産
駐
車
場

▼
出
店
者
及
び
販
売
予
定
品
等

◇
道
の
駅
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は

ま
さ
か
の
郷
」（
野
菜
、
梨
、
冷
や

「
浜
坂
道
路
２
期
事
業
」
に

関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

山
陰
近
畿
自
動
車
道
・
浜
坂
道
路
２

期
事
業
（
新
温
泉
浜
坂
Ｉ
Ｃ
～
居
組
Ｉ

Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
新
た

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

事
業
着
手
に
あ
た
り
、
ど
な
た
で
も

事
業
概
要
や
計
画
に
つ
い
て
ご
覧
い
た

だ
け
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
に
は

職
員
が
常
駐
し
、
ご
質
問
等
に
つ
い
て

対
応
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き

◇
道
の
駅
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク 

浜
坂
の
郷
」

　

８
月
26
日
（
日
）
午
後
2
時
～
6
時

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

８
月
31
日
（
金
）
午
後
3
時
～
7
時

　

9
月
1
日
（
土
）
午
後
2
時
～
6
時

▼
問
合
せ　

新
温
泉
土
木
事
務
所

　

浜
坂
道
路
第
1
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
９
２

お問合せ　但馬ダイエー警備保障（有）　　
　　生活サポートシステム　担当　田中

　　　　　　　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

（担当：田中）

担当者直通電話

　080-2422-2545

担当者が変わりました。
よろしくお願いします。

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
図
書
・
雑
誌
フ
ェ
ア

　

図
書
館
で
、
古
く
な
っ
た
図
書
・
雑

誌
を
自
由
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
10
日（
金
）～
31
日（
金
）

▼
冊
数　

１
人　

10
冊
ま
で

移
動
図
書
館
車
巡
回
日
の
変
更

▼
栃
谷
～
戸
田
方
面

　

変
更
前
8
月
15
日
（
水
）

　

→　

変
更
後
8
月
20
日
（
月
）

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

平
成
30
年
度
但
馬
地
区

「
こ
こ
ろ
の
病
家
族
教
室
」

▼
と
き　

9
月
4
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

▼
対
象　

家
族
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
病
院
関
係
者
等

▼
内
容

◇
講
演　
『
こ
こ
ろ
の
病
の
治
療
と
家

族
の
理
解
に
つ
い
て
』（
講
師
： 

但

馬
病
院
院
長  

加
藤
力
敬
さ
ん
）

◇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
み
ん
な
で
考
え

よ
う
～
家
族
の
接
し
方
～
）

◇
発
表

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

8
月
21
日
（
火
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

の
ぎ
く
家
族
会
事
務
局

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
６
５
５

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２

し
キ
ュ
ウ
リ
、但
馬
牛
メ
ン
チ
カ
ツ
、

ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
等
）

◇
御
火
浦
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
（
天
然

テ
ン
グ
サ
の
と
こ
ろ
て
ん
、
冷
凍
わ

か
め
、
わ
か
め
加
工
品
）

◇
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
た
に
ぐ
ち

　
（
鴨
の
串
焼
き
、玄
米
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
）

◇
マ
ル
海
渡
辺
水
産
（
岩
牡
蠣
の
蒸
し

焼
、
さ
ざ
え
の
壺
焼
き
、
魚
介
類
）

▼
問
合
せ　

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６　
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【広告】

募　

集

子
ど
も
ふ
る
さ
と
教
室

　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
と
き　

8
月
21
日
（
火
）

　

午
前
9
時
～
午
後
1
時
30
分

▼
集
合
場
所　

先
人
記
念
館

▼
内
容　

現
地
を
散
策
し
な
が
ら
、
そ

の
土
地
の
歴
史
や
地
理
的
な
特
徴
を 

学
び
ま
す
。
今
回
は 

「
山
陰
海
岸
と

鉄
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ｊ
Ｒ
を
利

用
し
て
余
部
鉄
橋
や
空
の
駅
な
ど
を

め
ぐ
り
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
5
～
6
年
生

▼
参
加
費

　

４
０
０
円
（
資
料
代
、
交
通
費
）

▼
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
、 

水
筒
、
帽
子
、

　

タ
オ
ル
、
軽
食
弁
当

▼
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

8
月
17
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

　

兵
庫
労
働
局
で
は
、
兵
庫
県
最
低
賃

金
を
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
と
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
掲
載
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
内
容

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性

が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
り
、
ま
た
、

効
果
的
な
周
知
が
期
待
で
き
る
内
容

（
最
大
40
文
字
）

※
未
発
表
で
自
作
の
も
の
に
限
る

▼
応
募
資
格

　

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙（
任
意
の
様
式
可
）

を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参

※
詳
し
く
は
、
兵
庫
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://jsite.m

hlw.go.jp/
hyogo-roudoukyoku/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限

　

9
月
3
日
（
月
）

▼
応
募
・
問
合
せ

　

兵
庫
労
働
局
賃
金
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
９
１
５
４

　

Fax
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
９
１
６
５

夢
が
丘
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
）

　

こ
の
た
び
、
町
内
中
学
生

を
対
象
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
を
実
施
す
る
「
夢
が
丘

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
～
平
成
31
年
3
月

　

水
曜
日
（
月
1
回
程
度
）

　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

※
第
1
回
は
、
9
月
12
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

▼
指
導
者　
（
公
財
）日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
資
格
者
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等　

▼
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、
別
途
保

険
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
対
象　

町
内
の
中
学
生

▼
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
涯
教
育
課

ま
た
は
温
泉
公
民
館
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
生
涯
教
育
課
ま
た
は
温
泉

公
民
館
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

9
月
5
日
（
水
）

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
方
で

責
任
を
持
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習

▼
試
験

◇
と
き

　

11
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ

　

流
通
科
学
大
学
（
神
戸
市
西
区
）

◇
科
目

　

下
水
道
に
関
す
る
諸
法
規
等
の
法
令

関
係
、
排
水
設
備
工
事
の
設
計
・
施

工
方
法
等
の
技
術
関
係

◇
手
数
料　

６
０
０
０
円

▼
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）

◇
と
き

　

10
月
4
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

◇
手
数
料　

８
５
０
０
円

▼
申
込
期
間

　

8
月
20
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
受
付
場
所　

役
場
上
下
水
道
課

▼
問
合
せ

　

役
場
上
下
水
道
課

　

℡
82
‐
３
１
１
４

　
（
公
財
）
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技
術

セ
ン
タ
ー
下
水
道
事
業
部

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
１
２
０
５

平成 30 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

看護師ま
たは准看
護師

4 名 看護業務 日額  9,500円 介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

平成 30 年 9 月 1 日から
平成 30 年 9 月 30 日まで

（更新あり）

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

介護員 4 名 介護業務

資格のある方
日額  8,000円

資格のない方
日額  7,200円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
介護福祉士資
格（資 格 の な
い方でも応募
可能です）

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

事務員 1 名 事務補助 日額  6,800円 農林水産課
満65歳未満
パソコン操作
のできる方

平成 30 年 10 月 1 日から
平成 31 年 3 月 31 日まで

（更新なし）

午前８時 30 分～午後５時 15 分
社会保険・雇用保険加入

※年齢は、平成 30 年 4 月 1 日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　※免許等を要する職種については、免許等の写しを合わせて提出してください。
◇受付期間　8 月 9 日（木）から 8 月 23 日（木）まで
◇面接日時　8 月 27 日（月）午後 5 時から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

平
成
30
年
度
兵
庫
県
職
員

行
政
Ｂ
（
高
卒
程
度
）
採
用
試
験

▼
受
付
期
限

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

8
月
28
日（
火
）

②
郵
送　

8
月
28
日
（
火
）
消
印
有
効

③
持
参　

8
月
30
日
（
木
）

※
①
と
③
は
午
後
５
時
ま
で

▼
筆
記
試
験　

９
月
23
日
（
日
）

▼
募
集
職
種
・
受
験
資
格
な
ど　

　

試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布

　

県
庁
受
付
、
各
県
民
局
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
３
４
９

　

URL  http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

　

ji02/pc01_000000032.htm
l
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町県民税第 2 期
納期限  8 月 31 日（金）

税務課　℡ 82-3113

　   第 14 回山陰海岸ジオパーク　
新温泉町フォトコンテスト作品募集

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
  ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
   ※

機
種

に
よ

り
一

部
ご

覧
に

な
れ

な
い

ペ
ー

ジ
が

あ
り

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　●まちのうごき●　 　8月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 14,022 14,719 （＋　 6）

　男 （人） 6,627 7,014 （＋　 3）
　女 （人） 7,395 7,705 （＋　 3）

世帯数（世帯） 5,197 5,712 （＋　 9）

▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動

数を加減し、町内に居住していると推計される人口
▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

6 月 16 日～ 7 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

【
第
13
回
銅
賞
】

　
『
か
き
も
ち
す
だ
れ
』（
春
来
）　

　

竹
村
貞
夫
さ
ん（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
▼テーマ　町内の風景・行事などを過去１年間（平

成 29 年 10 月以降）に撮影したもので、町内で
撮影したことが特定できる作品であれば、自由。

▼応募点数・規格　1 人 2 点以内。フィルムカメラ、
デジタルカメラ・携帯電話・スマートフォン等デ
ジタル機器で撮影した未発表の作品に限る。

▼応募締切　10 月 28 日（日）必着
▼賞　金賞 1 点（賞状・賞金 2 万円）、　銀賞 1 点（賞

状・賞金 1 万円）、銅賞 1 点（賞状・賞金 5 千円）、
入選 5 点・佳作 10 点（賞状）

▼審査員　池本喜巳さん（写真家）
▼発表　11 月 13 日（火）※入賞者に文書で通知
▼展示　12月1日（土）～ 12日（水）・浜坂先人記念館
▼問合せ　浜坂先人記念館　℡ 82-4490


